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「広帯域可視赤外量子もつれ光源を用いた量子赤外分光計測」 
 

田嶌 俊之 
 (京都大学大学院 工学研究科 電子工学専攻 竹内研究室 特定研究員) 
 

概要：最近、量子もつれ技術を利用した量子赤外分光法が注目されて

いる。これは、可視赤外量子もつれと非線形量子干渉を用いることで、

通常の赤外検出器を使用せず、可視光と可視検出器を用いて赤外領

域の分光測定を行う新しい方法である。本講演では、この量子赤外分

光法の基礎と、最近実証した 2000 ～ 5000 nm の広い波長域わ

たる量子もつれ光源、およびそれを活用した最新の分光計測成果に

ついて紹介する。 
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